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改定一覧 

 

 
年 改定月日 施行月日 摘   要 

 

 
2004年・平成16年 4月1日 － 

「NAS研究所 動物実験に関する指針」として

制定 

 

 
2007年・平成19年 12月31日 － 「NAS研究所 動物実験に関する指針」を廃止 

 

 
2008年・平成20年 1月1日 － 

「NAS研究所における動物実験に関する実施

規則」を制定 

 

 
2010年・平成22年 8月4日 － 

「NAS研究所における動物実験に関する実施

規則」を一部改定 

 

 
2013年・平成25年 1月25日 1月25日 

「NAS研究所における動物実験に関する実施

規則」を一部改定 

 

 
2014年・平成26年 3月13日 4月1日 「動物実験に関する実施規則」として改定 

 

 
2015年・平成27年 2月18日 2月23日 一部改定 

 

 
2017年・平成29年 12月14日 12月15日 

「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減

に関する基準」内容の追加 

 

 

 

2018年・平成30年 2月20日 2月21日 

「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減

に関する基準」における実験動物管理者に関

する内容の追加 

 

 

 

2020年・令和2年 4月24日 4月24日 

日付の表記に西暦・和暦を併記 

用語の定義に「様式」に関する内容の追加 

「実験動物管理者」の5項を削除 

 2020年・令和2年 11月19日 11月20日 

実験動物管理者の巡察の方法及び車両の処置

について追加 

動物福祉に関する組織図を別紙で追加 

 2021年・令和3年 4月1日 4月1日 

従業員並びに来訪者の入域方法及び車両の消

毒について追加 

緊急時の対応について追加 

 2021年・令和3年 9月28日  10月1日 
実験動物管理者の責務として巡視の記録を残

すことを追加 
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第一章 総則 

（目的と適用） 

第１条 この規則 は、「動物の愛護及び管理に関する法律（旧「動物の保護及び管

理に関する法律(昭和 48年法律第 105号」、以下「動物愛護管理法」という。）、

「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（平成１８年４月

環境省告示第８８号）」、以下「実験動物飼養基準」という。）、農林水産省の

「動物実験に関する基本指針」（以下「動物実験基本指針」という。）及びそ

の他の動物実験等に関する法令（告示を含む。）に従い、「動物実験の適正な

実施に向けたガイドライン」（2006年 6月 1日、日本学術会議）等を参考に

して、人の健康の保持増進及び医学の進展等のために動物を試験研究又は他

の科学上の利用に供すること（以下「動物実験等」という。）が必要不可欠

な手段であるものの、命ある動物を試験研究に用いることを踏まえ、実験動

物の福祉に配慮するとともに、科学的に適正な動物実験等が実施されるよう、

動物実験等に携わる者が遵守すべき事項を定め、社会の理解と協力を得て、

動物実験等の適正な推進が図られることを目的とする。 

 

（生活環境の保全） 

第 2条 実験動物に携わる者は、実験動物の汚物等の適切な処理を行い、清潔を保

って微生物等による環境の汚染、悪臭及び害虫の発生を防止する。また、施

設、設備及び機器の整備により騒音の防止を図る。以って施設及び施設周辺

の生活環境の保全に努める。                                        

                                                 

（用語の定義） 

第 3条 この規則において用いる用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

① 「実験動物」とは、動物実験等のために施設で飼養し、また、保管してい

る哺乳類、鳥類、魚類、両生類及び爬虫類に属する動物をいう。 

② 「動物実験」とは、実験動物を試験研究等に用いることをいう。 

③ 「実施機関」とは、NAS研究所・成田試験場及び富里試験場をいう。 

④ 「施設」とは、動物実験を行う畜舎、飼育室等の施設及び設備をいい、成

田試験場及び富里試験場における実験動物の飼育管理、実験操作、解剖等

を行う施設、設備をいう。 

⑤ 「施設管理責任者」とは、担当する施設及び設備の保守管理を行い、SOP

に従って定期点検を行う。不具合の箇所が認められた場合は、適切に修理、

修繕を行う。 

⑥ 「動物実験計画」とは、動物実験等を実施するために事前に動物実験責任

者が立案する計画をいう。 

⑦ 「実験動物管理者」とは、実験動物に関する知識及び経験を有し、NAS 研

究所所長（「動物実験基本指針」で定める実施機関の長、「実験動物飼養基

準」で定める管理者）以下「NAS研所長という」）を補佐し、実験動物の専

門家の立場で実験動物の管理を行う者をいい、NAS研所長が任免する。 
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⑧ 「動物実験責任者」とは、「動物実験実施者」のうち、個々の動物実験計画

に係る業務を統括する者をいう。受託試験では、試験責任者が該当する。 

⑨ 「動物実験実施者」とは、動物実験等（実験動物の飼養・保管及び飼育関

連器材等の管理を含む）を実施する者をいう。受託試験では試験担当者が

該当する。 

⑩ 「飼養者」とは、動物実験責任者又は動物実験実施者の下で実験動物の飼

養又は保管に従事する者をいう。 

⑪  「動物実験委員会」とは、NAS研所長の諮問を受け、動物実験責任者から

提出された動物実験計画についての審議、動物実験の実施に関する提言を

行う機関をいう。委員は NAS研所長が任免する。 

⑫ 「動物実験委員会委員長」とは、動物実験委員会を統括する者をいい、動

物実験委員会を開催し、議長となり議事の進行を行う。 

⑬ 「事務局」とは、動物実験を適正に実施するための連絡、関係書類の管理

等を行う機関をいい、NAS研所長が任免する。 

⑭ 「受託試験」とは、NAS 研究所外部より委託を受けて実施する動物実験を

いう。 

⑮ 「動物実験実施者等」とは、動物実験責任者、動物実験実施者、飼養者を

いう。 

⑯ 「様式」とは、諸規定に定める任命書、申請書等の書式をいい、様式番号

及び改定年（西暦下２桁）月日を示す。 

   

第二章 役割と責務 

（NAS研所長） 

第 4条 NAS研所長は、動物実験等の実施に関する最終的な責任を有し、動物実験

を適正に実施するために以下の業務を実施しなければならない。 

①  機関内規程の作成 

「動物愛護管理法」、「実験動物飼養基準」、各省の「動物実験基本指針」

及びその他の動物実験等に関する法令（告示を含む。）を踏まえ、動物実験

等に係る施設の整備及び管理の方法並びに動物実験等の具体的な実施方法

等を定めた「規程」等を策定すること。 

② 動物実験委員会の設置 

動物実験計画が「実験動物飼養基準」、各省の「動物実験基本指針」及

びこの規則等に適合しているか否かの審査を行う他、適正な動物実験等の

実施に必要な事項の検討を行う「動物実験委員会」を設置すること。 

③ 動物実験計画の承認 

動物実験計画について、「動物実験委員会」の審議の結果を受け、当該実

験実施前に動物実験計画の承認、又は非承認を決定すること。 

④ 教育訓練等の実施 

動物実験実施者等に対し、適正な動物実験等の実施並びに実験動物の適

切な飼養及び保管を行うために必要な知識の修得を目的とした教育訓練の
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実施等資質の向上を図るために必要な措置を講じること。 

⑤ 点検及び評価 

実施された動物実験等がこの規則等に適合しているかについて、点検及

び評価（自己点検）を行うこと。 

⑥ 動物実験計画の実施結果の把握 

動物実験の実施結果を把握し、必要に応じて改善措置を行うこと。 

⑦ 情報公開 

NAS研究所の動物実験等に関する規則、実験動物の飼養保管状況（様式第

13 号）、自己点検の評価、点検結果（様式第 12 号）等の動物実験に関する

情報について適切な方法により公開し、動物実験の社会的透明性の向上に努

めること。 

⑧ 動物福祉に関する組織図（別紙） 

NAS研究所の動物福祉に関する NAS研所長、動物実験委員会、動物実験責

任者及び動物実験実施者の役割を示した組織図を、別紙に示す。 

 

（実験動物管理者） 

第 5条 実験動物管理者は、動物実験委員に就任する。 

2 実験動物管理者は、動物実験等の適正な実施に必要な教育訓練計画の策定に

参画し、労働安全衛生法に基づいてその実施状況を確認する。 

3 実験動物管理者は、動物実験委員への参加、主計画表の閲覧、日常的な管理

及び保守点検等により動物実験の実施状況及び実験動物数の確認が行われる

よう努める。 

 ① 日常的な管理の実施状況を把握するために、動物実験が行われている施

設を巡察し、飼育管理、実験操作の方法を確認する。 

②  施設の保守点検が行われていることを施設の管理記録の閲覧により確認

する。 

③  巡察、確認の結果は、動物実験員会で報告し、必要により対策を講ずる。 

4 実験動物管理者は、動物実験実施者等に実験動物の取扱い方法の情報を提供

するとともに飼養又は保管について必要な指導を行う。 

（動物実験責任者） 

第 6条 動物実験責任者は、動物実験等の実施に当たって、3Rの原則 

（Replacement：代替、Reduction：動物数の削減、Refinement：苦痛の削減）

に則って動物実験の計画を立案し、動物実験計画書（様式第 5 号）を作成し、

NAS研所長の承認を得た後に実験を行う。 

2 動物実験責任者は、動物実験計画の変更を行う場合には「動物実験計画変更

申請書」（様式第 6号）を提出し、承認後に変更を行う。 

3 動物実験責任者は、動物実験を中止した場合には「動物実験中止届」（様式第

7号）を NAS研所長に提出し、確認を得る。 

4 動物実験責任者は、動物実験計画書からの逸脱を認めた場合には動物実験逸

脱報告書（様式第 8号）を提出し、審査を受ける。 
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5  動物実験責任者は、動物実験の終了後、動物実験終了報告書（様式第 9号）

を提出する。 

6 動物実験責任者は、動物実験等の実施に当たって、当該業務に従事する動物

実験実施者等を指導、教育及び監督する責任を有する。 

 

（動物実験実施者等） 

第 7条 動物実験実施者等は、動物実験責任者の指示事項、承認された動物実験計

画書及び標準操作手順書等に従って動物実験を実施する。 

2 動物実験実施者等は、動物実験の実施中に不測の事態が発生した場合には、

直ちに動物実験責任者に報告し、指示を仰ぐ等、適切な対応を行う。 

3 動物実験実施者等は、動物実験による危害の防止に必要な実験動物の取扱い

方法、動物実験の実施状況等の情報の提供、交換を行うように努める。 

4 動物実験実施者等は、人と動物の共通感染症に関する知識、情報の収集に努

める。また、共通感染症の発生時には、必要な措置を迅速に講じることが出

来るよう関係機関等との連絡体制の整備に努める。 

 

第三章 動物実験計画書の審査     

（動物実験計画書の審査） 

第 8条 動物実験委員会は、提出された動物実験計画書、動物実験計画変更申請書

が適正に立案されたかどうかを客観的な視点で審査・点検するため、動物実験

責任者の提出する「動物実験計画書（様式第 5号）又は動物実験計画変更申請

書（様式第 6号）」（以下「計画書等」という。）を審議する。 

2 動物実験委員会は、必要により当該動物実験責任者を出席させて試験内容を

聴取することが出来る。 

3 NAS 研所長は、動物実験委員会の審議結果の報告を受けて、動物実験計画書

等の承認、非承認を決定する。 

 

第四章 動物実験の実施 

（飼育管理） 

第 9 条 実験動物の導入時には、検疫、隔離飼育を行い、実験実施者等及び他の

実験動物の健康を損ねないように処置する。必要に応じて飼育環境への馴化

を行う。 

2 原則として実験は、単飼で行い、同一飼育室内では異種の実験動物の飼育を

行わない。また、複数の実験動物を飼育する場合は、その組み合わせを考慮

すること。 

3 実験動物の生理、生態、習性等に応じ、実験の目的を損なわないよう給餌、

給水、健康の管理を行う。 

4 実験動物が傷害を負い、疾病にかかった場合は、実験の目的を損なわない範

囲で治療等を行う。 

5 実験動物の入手先、飼育履歴（飼育形態、給与飼料等）、動物用医薬品投与
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の有無）の記録を行う。 

 

（施設の構造） 

第 10 条 NAS 研所長は、実験動物を飼育する施設が実験の目的に影響を及ぼさな

い範囲で以下の事項に留意する。 

2 個々の実験動物が自然な姿勢で立ち上がり、横たわり、羽ばたく等の日常的

な行動を行える空間を備えること。 

3 適切な温度、湿度、換気、明るさを保てる構造であること。 

 4 床、内壁、天井及び付属設備は、衛生状態の維持及び管理が容易な構造とす

ること。 

5 実験動物が逸走しない構造及び強度を備えること。 

6 施設管理責任者は、実験動物が突起物、穴、くぼみ、斜面等により障害を受

ける恐れのないよう管理すること。 

 

（動物実験の実施等） 

第 11 条 動物実験責任者は、承認された動物実験計画書及び標準操作手順書等に

従って実施する。 

2 動物実験責任者は、飼養環境の影響により実験動物が傷害を受けることのな

いよう適切に維持された施設で行うこと。 

3 動物実験責任者は、実験動物の健康保持に配慮し、必要により予防、治療を

行うこと。 

（輸送時の取扱い） 

第 12 条 動物実験責任者は、試験場間等の実験動物の輸送に当たって以下に示す

事項に留意し、実験動物の健康及び安全の確保、実験動物による人への危害の

防止に努めること。 

①  輸送時間を出来るだけ短時間で行うこと。 

②  輸送中の実験動物の必要に応じて給餌、給水を行い、換気等により適切な

温度に保つこと。 

③  車両内は、実験動物を適切に区分して輸送を行うこと。 

④  輸送に用いる車両、ケージは実験動物の健康及び安全を確保し、逸走を防

止する構造、規模であること。 

⑤  実験動物の保有する微生物、実験動物の汚物等により環境が汚染されない

様に必要な処置を行うこと。 

 

第五章 安全衛生、その他の規程 

（安全衛生） 

第 13 条 NAS 研所長は、安全衛生に特に注意を払う必要のある動物実験等を実施

する場合には、動物実験実施者等の安全確保及び健康保持に必要な措置を講ず

ること。 

 2  人に危害を加える等の恐れのある実験動物については、脚環の装着等識別措
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置を講ずる。 

 3 動物実験を安全衛生及び他の関連する規定（放射線、バイオハザード、遺伝

子組換等）を遵守して行う。これらの規定と本規則等との間で、齟齬が発生し

た場合には、動物実験委員会と協議を行い、適切な対応を図る。 

 4  実験に携わる者が実験動物に由来する疾病にかかることを予防するために

必要な健康管理を行う。 

 5  実験に携わる者が危険を伴うことなく作業の出来る施設の構造及び飼養又

は保管の方法を定めること。 

 6  毒蛇等の有毒動物の飼養をする場合は、抗毒素血清等の救急委託品を備え、

事故発生時には医師による迅速な救急措置が行えるよう体制を整備し、実験動

物による人への危害の防止に努める。 

 7 実験等に関係のない者が実験動物に接触することのないよう外来者の立ち入

りを制限する。 

①  試験場への入域は、NAS研所長が許可した者とし、実験、試験打ち合わ

せ等 NAS研業務に係る外来者については来訪者記録 1（様式第 14号）に、

修理・点検業者、納品業者等の外来者については、来訪者記録 2（様式第

15号）に記録する。 

②  来訪者記録 1（様式第 14号）及び 2（様式第 15号）は、管理棟の施設

管理者が保管する。 

③  来訪者記録 1（様式第 14 号）は、外来者のある場合に日付、目的、利

用施設及び対応者名を担当する従業員が記入し、来訪当日に所属機関、

氏名、入場時刻、体温を記入する。尚、体温が 37℃を超え、症状が認め

られる場合は入場を断る。 

④  外来者が動物飼育施設等に入場する場合は、所定の作業着、用具を装

着する。 

⑤  外来者の退場後、来訪者記録 1（様式第 14号）に退場時刻を記入する。 

⑥  来訪者記録 2（様式第 15 号）は、管理棟玄関に設置し、年月日、所属

機関、目的、入場時刻、退場時刻を記入する。 

⑦  従業員は、成田試験場第 4 号棟・更衣室で作業着に着替えた後、目的

の施設に移動する。 

⑧  動物飼育施設に入場する場合は、所定の作業着、用具を装着する。 

⑨  従業員は、成田試験場第 4号棟・更衣室で着替えた後退場する。 

8 原則として部外車両の出入りは行わず、入域は NAS 研所長が許可した車両の

みとし、動物搬入車両は車両の消毒を行う。 

①  動物搬入車両は、門扉の外でタイヤ等に消毒薬を噴霧した後、開門し

て入域する。 

②  車両消毒用の噴霧器は、倉庫内に保管し、消毒薬は用事調整する。 

③  車両の退域後、門を閉鎖する。 

9 労働安全衛生上作業が安全に行われるよう以下の点に留意し、安全な作業環

境造りに努めること。 
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 ① 動物アレルギー 

 ② 手袋等器具によるアレルギー 

 ③ イヌの鳴き声等の大音量への対策 

 ④ 床の滑り防止の対策 

 ⑤ マウス、ラット等の床敷交換時の粉塵対策 

 ⑥ ケージ等重い物の移動時の腰痛対策 

 ⑦ 有害物質の調製時の対策 

 ⑧ 針刺し事故対策 

 ⑨ 作業時の器具や動物による受傷の防止 

 

（緊急時の対応） 

第 14条 危機発生時に適切に対応できるようにするため、「SOP No.EMA-001 危

機管理」に従い計画の立案や活動を行う。 

2 実験動物が逸走した場合の捕獲等の措置の方法について定め、「SOP 

No.EMA-003 事故の対応」に従って逸走時の人への危害及び環境保全上の問

題等の発生の防止に努める。 

 3 人に危害を加える等の恐れのある実験動物が施設外へ逸走した場合には、

「SOP No.EMA-003 事故の対応」に従って速やかに関係機関への連絡を行う。 

 4 台風、地震、火災等の緊急時に執る措置を予め作成し、緊急事態が発生した

場合には、「SOP No.EMA-002 自然災害時の対応」及び「SOP No.EMA-003 事

故の対応」に従って速やかに実験動物の保護、逸走による人への危害、環境保

全上の問題の発生の防止に努める。必要に応じて、「SOP No.EMA-010 緊急脱

出路」に従って施設から脱出し、身の安全を確保する。 

 5 薬品による事故、停電、施設・設備のトラブル発生時には、「SOP No.EMA-003 

事故の対応」に従って対応する。 

 

（準用） 

第 15 条 第 3 条第１項①に定める実験動物以外の動物を使用する動物実験につい

ても「実験動物飼養基準」に沿って行うよう努める。 

 

（適用除外） 

第 16 条 畜産に関する飼養管理の教育若しくは試験研究又は畜産に関する育種改

良を行うことを目的として実験動物の飼養又は保管をする場合及び生態の観

察を行うことを目的として実験動物の飼養又は保管をする場合にはこの規則

は適用しない。 

 

（施設廃止時の処置） 

第 17 条 NAS 研所長は、実験動物の有効利用を図るために、実験動物を飼養して

いる他の施設へ譲り渡すよう努める。実験動物を殺処分しなければならない場

合は、動物の殺処分方法に関する指針（平成 7 年 7 月総理府告示第 40 号）に
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基づいて行うこと。 

 

（その他） 

第 18 条 この規則に定めるもののほか必要な事項は NAS 研所長が別に定め、その

規則等の改定、廃止等は、NAS研所長の決裁による。 

 

附則 

1 この規則は、2008年・平成 20年１月１日より施行する。 

1 この規則は、2010年・平成 22年 8月 4日より施行する。 

1 この規則は、2013年・平成 25年 1月 25日より施行する。 

1 この規則は、2014年・平成 26年 4月 1日より施行する。 

1 この規則は、2015年・平成 27年 2月 23日より施行する。 

1 この規則は、2017年・平成 29年 12月 15日より施行する。 

1 この規則は、2018年・平成 30年 2月 21日より施行する。 

1 この規則は、2020年・令和 2年 4月 24日より施行する。 

1 この規則は、2020年・令和 2年 11月 20日より施行する。 

1 この規則は、2021年・令和 3年 4月 1日より施行する。 

1 この規則は、2021年・令和 3年 10月 1日より施行する。 
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様式第 14号 210928 

来訪者記録 1 

 

日付        年    月    日 

目的  

利用施設 成田試験場： 

 

 

富里試験場： 

 

対応者  

所属機関 氏名 入場時刻 体温 退場時刻 
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様式第 15号 210928 

来訪者記録 2 

 

年月日 所属機関 目的 入場時刻 退場時刻 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 

 
ヤマト 佐川 アスコ 中山 郵便局 

千葉通商 江東微研 (       ) 

納品 点検 修理 引き取り 

他（          ） 
： ： 
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別紙 

 

動物福祉に関する組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物実験責任者：動物実験計画書 

        動物実験計画変更申請書、動物実験中止届 

        動物実験逸脱報告書、動物実験終了報告書 

動物実験委員会： 

委員長 

  委員 動物実験専門家、動物実験非専門家 

     （実験動物管理者） 

  自己点検報告書、情報公開、 

教育研修年間計画の作成 

事務局：試験番号の設定、委員会議事録の作成、 

書類の保管 

選任 

指名 
任命 答申 

申請 

試験番号 

承認 
諮問 

 ＮＡＳ研所長 

 動物実験実施者:動物実験の実施 

 


